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家畜衛生情報    

高病原性鳥インフルエンザの侵入・拡散の防止のポイント 

飼養衛生管理の遵守と異常発見時の早期通報の徹底 

１ 農場の衛生管理の徹底 （基本的な飼養衛生管理） 

 ①防鳥ネット等、野生鳥獣の侵入防止対策の徹底 

 ②農場内専用の衣服、履き物を設置し、出入り時は必要な消毒を実施 

 ③鶏の飲用水は、消毒されたものを給与 

２ 早期通報の徹底 

 ①鶏冠・肉垂等のチアノーゼ、沈うつ等本病が疑われる症状を確認した場合 

 ②１鶏舎において、死亡羽数が直近３週間の平均死亡羽数と比べて２倍以上に増えた場合 

 ③１鶏舎において５羽以上がまとまって死亡しているような場合 

 ④その他にも、突然死、産卵率の低下、頸の捻転等神経症場等の異常が確認された場合                      

【慶尚北道 永川市における高病原性鳥インフルエンザ（H5N1亜型）】                                           

★３月２４日 採卵鶏 １戸 １８，０００羽 

★４月   ８日 採卵鶏 １戸 １３，０００羽 

★４月１７日 採卵鶏 １戸 （羽数情報なし）  

【韓国の家きん農家での発生時の防疫対応】 

▼殺処分（発生農場１２月３１日～４月１７日：５３農場）、疫学関連農場） 

▼予防的殺処分（発生農場から半径５００ｍまたは３ｋｍ以内） 

▼１０ｋｍ圏の移動制限・サーベイランス 

※３月２７日付けの報道によれば、２６９農場約６２７万羽が殺処分対象 

Ｈ２３年４月２１日  
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韓国の高病原性鳥インフルエンザ      
慶尚北道で強毒タイプ確認    

慶尚北道永川市   
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